
　66年前に原爆の被害をうけ、いままた原発事故に苦しむ日
本こそ、放射線による被害をくりかえさないとりくみの先頭にた
つべきです。
　日本共産党は、「核兵器のない世界」「原発ゼロの日本」を願う
みなさんと力をあわせてがんばります。

　いまから66年前、広島と長崎に投下された原爆
は、街を破壊しつくし、20万人以上もの命を奪いまし
た。原爆はいまもなお、被爆者のいのちと健康、くらし
を脅かしています。
　「人類と核兵器は絶対に共存できない」─福島
原発事故をまのあたりにし、核兵器廃絶をもとめる声
が世界であらためて大きくひろがっています。
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ホームページアドレス●http://www.jcp.or.jp/

「核兵器のない世界」
「原発ゼロの日本」を

いま「核兵器なくせ」の
声が世界中に

日本共産党

“放射線”の被害をこれ以上ださないために

　震災から5カ月。いまだに収束の見通しさえたたず、被害を拡大
しつづける原発事故。「安全神話」にどっぷりとつかり、批判や警告
を無視して何の対策もとらなかった、歴代政府と東京電力が引き起
こした「人災」です。
　政府は、その反省にたって、放射能被害から住民の健康をまもる
ためにあらゆる対策をとるとともに、生活再建のための全面補償を
ただちにおこなうべきです。
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広島・長崎原爆投下
1945年8月
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長崎・平和祈念像広島・原爆ドーム


